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Sheet1

		含水比
wn
(%) ガンスイヒ		土粒子
の密度
ρs
(g/cm3) ドリュウシ ミツド		粒度分布 リュウド ブンプ								地盤材料
の分類名 ジバン ザイリョウ ブンルイ メイ		分類
記号 ブンルイ キゴウ		液性
限界
WL
(%) エキセイ ゲンカイ		塑性
限界
WP
(%) ソセイ ゲンカイ		液性
指数
IP
(%) エキセイ シスウ

						礫分
(%) レキ ブン		砂分
(%) スナ ブン		ｼﾙﾄ分
(%) ブン		粘土分
(%) ネンド ブン

		47.3		2.691		0.0		0.1		51.1		48.8		粘土
（低液性限界） ネンド テイ エキセイ ゲンカイ		CL		44.1		22.5		21.6
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